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☐

☑

☑

☑

☐
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経済

環境

事業者名 株式会社クリーン発酵九州

汚泥（産業廃棄物）を単に処理するだけでなく、資源として再生させ、農業用の有機肥料へリサイクルする
事で地域の循環型社会の構築と利益追求を同時に担保し、地域社会に貢献する企業を目指していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

再生紙利用及びクラウド利用によるペーパーレス
化を推進し、使用量を15％削減する。

自治体、近隣地域の催しへの積極的参加、及び協
賛を行う。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

産業廃棄物（汚泥）の処分を通じ、排出先である自治体と連携・情報交換をし、周辺の環境に配慮した事業
展開を行うとともに、働きやすく事故のない職場環境を構築する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

従業員の環境に関する理解を深め、啓蒙と周知徹底を図
るため月に１度会議を実施する。

月1度の環境会議の実施

働きやすくやりがいのある職場環境を構築し、積極的な障
碍者雇用を推進する。

社会

経済

環境

社会

経済 6名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

コピー紙の使用量△10％
2021年約48,000枚→2024
年43,000枚

前期の指標に対する実績

再生紙利用及びクラウド利用を推進したことにより、当初
10％の削減目標に対し、30％の削減が達成できた。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

2024年1月～12月までのコピー紙使用量およそ
33,600枚に圧縮できた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a

採用活動は行ったが、希望者があらわれなかったため、目
標は未達成であった。
その代わり、A型事業所と契約し工場業務の1部個所を任
せ、常時５-6名の障碍者に仕事をする機会を提供してい
る。

新規の直接雇用は0名で現在1
名が就労中。A型事業所から毎
日5-6名が派遣され作業を行っ
ている。

a
ISO14001と併せ、月に1度の環境会議を実施した。

項目 地域の催しへの参加回数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

年齢を問わない採用を実施する。 現状（2025年） 更新時（3年後）

定期的な会議の実施継続によ
り、目標は達成できた。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

4名

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2022年4月障碍者雇用1名。
2024年3月までに障碍者雇用
をのべ3名とする。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

10％の削減目標に対し、30％
の削減が達成できた。

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 コピー用紙使用枚数

現状（2024年） 更新時（3年後）

33,600枚

2回 3回

項目
60歳以上社員、アルバイトの採用人
数

28,500枚


